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2．　　vitamin　K2による白血病細胞のアポトーシス誘導
効果
（内科学第一）　宮澤啓介、矢口　誠、片桐智子、内田淑子、
川西慶一、大屋敷一馬
Vitamin　K（以下VK）の白血病細胞に対する効果をin　vitro
で検討した。
VK2は白血病細胞apoptosisを効率良く誘導したが、同じナフ
トキノン環を有するVK　1ではこの効果は認められなかった。
post－MDs　AMLおよびRAEB－Tの臨床検体では、　vK2は非芽球分
画に比して芽球分画のapoptosisをより特異的に誘導した。
各種白血病細胞株を用いた検討では、IC50は3－10μMであり、
VK2処理によりBCL－2蛋白量の減少と、それに相反してBAXの
発現量の増加が観察され、同時にcaspase－3の活性化が認め
られた。脂溶性ビタミンである本剤は副作用が極めて軽微で
あることが予想され、特に高齢者の白血病治療への臨床応用
が期待される。
1．　　高齢者骨髄異形成症候群における癌抑制遺伝子p53
の検討一免疫組織染色法およびSSCP－PCR法を用いた解析一
（老年病学）　菊川昌幸、岡田豊博、新　弘一、岩本俊彦、
高崎　優
（東京都老人医療センター　血液科）　森　眞由美
骨髄異形成症候群（以下MDS）の発生機序や白血応化の分子
生物学的な検討を行うため、52例の高齢者MDS患者における
癌抑制遺伝子p53について検討した。マウスp53モノクローナ
ル抗体を用いた免疫組織染色にて8例（15％）に陽性細胞を
認めた。陽性例では、高率な白血病化（71％）と高率な17番
染色体の欠損の出現（43％）を認めた。化学療法の反応性や
生存期間には統計学的な有意差を認めなかった。p53遺伝子
変異は、陽性例の8例中3例に認められた。MDSにおいてp53免
疫組織染色は、その予後の推測に究めて有用であると同時に
その分子生物学的な検討に欠くことのできない方法であると
考えられた。
3．　　CD56陽性幼児急性骨髄性白血病の2例
（小児科学）　田中こずえ、鶴田敏久、荻原　大、立花真紀、
茂田幸子、星　明祥、熊田　篤、青沼美佳、小林楠和、
渡辺嘉章、星加明徳
CD56はNatural　Killer　Cellに発現する抗原として知られて
いるが、急性骨髄性白血病（AML）にもしばしば認められる。
CD56を発現するAMLは＋8、　t（8；21）等の異常を伴ったり、
単球性白血病に多いことなどが知られている。この種の白血
病とMLL遺伝子との関係も注目されている。今回、我々は2名
の幼児AMLの芽球において高頻度にCD56の発現が認められた
症例を経験した。2症例ともANLL共通プロトコールの寛解導
入療法にて完全寛解に入り、症例1は第2コース終了後、母親
より同種PBSCT施行し治療終了。症例2はAF9／MLLキメラ遺伝
子を伴うと考えられ、同検索を行いつつ治療継続中である。
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